
帯
主
に
対
し
て…

被
保
険
者
証
を

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣔
と
規

定
ࡋ
࡚
࠾
ࡾ
䣍
䣓
健
康
保
険
証
は
交

付
ࡍ
ࡿ
ࡶ
ࡢ
䣔
ࡀ
原
則
࡛
ࡋ
ࡓ
䣎
保

険
税
・
保
険
料
を
徴
収
し
て
い
る
わ

ࡅ
࡛
ࡍ
࠿
ࡽ
䣍
保
険
証
を
交
付
す
る

の
は
当
然
ࡢ
ࡇ
࡜
࡛
ࡍ
䣎

࡜
ࡇ
ࢁ
ࡀ
䣍
厚
生
労
働
省
ࡣ
䣍
㸶

月
30
日
付
ࡢ
䣓
ᐁ
ሗ
䣔
࿌
▱
࡛
䣍

国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
を
行
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
ࡑ
ࡢ
中

࡛
䣍
施
行
規
則
第
６
条
の
大
幅
な
変

更
が
明
ࡽ
࠿
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

䣓
ᕷ
⏫
ᮧ
は…

被
保
険
者
証
を

交
付
ࡋ
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡽ
࡞
࠸
䣔
࡜
ࡋ

࡚
࠸
ࡓ
ࡢ
ࢆ
䣍
䣓
資
格
確
認
書
の
交

条
例
改
正
案
ࡣ
䣍
䣓…

被
保
険
者

証
の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に

応
じ
な
い
ሙ
ྜ
䣔
࡟
࠾
࠸
࡚
䣍
ࡑ
ࡢ

者
に
対
し
て
10
万
円
以
下
の
過
料

を
科
ࡍ
ࡿ
䣍
ࡢ
部
分
を
削
除
す
る
と

࠸
࠺
ࡶ
ࡢ
࡛
ࡍ
䣎
問
題
ࡣ
䣍
࡞
ࡐ
䣓
過

料
を
科
ࡍ
䣔
࡜
࠸
࠺
部
分
を
削
除
す

ࡿ
ࡢ
࠿
䣍
࡜
࠸
࠼
ࡤ
䣍
今
後
ࡣ
䣓
健

康
保
険
証
は
交
付
ࡋ
࡞
࠸
䣔
ࡇ
࡜
ࢆ

前
提
と
す
る
た
め
࡛
ࡍ
䣎

現
行
制
度
ࡣ
䣍
健
康
保
険
証
に
つ

࠸
࡚
䣍
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則

第
６
条
࡛
䣓
市
町
村
ࡣ
䣍
当
該
市
町

村
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
世
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開
会
中
の
９
月
定
例
議
会
は
９
月
９
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
㸷
日
に
行
わ
れ

た
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
䣍䣓
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
ไ
ᐃ
䣔
࡟
ࡘ
࠸
࡚
䣍

山
岡
議
員
の
質
疑
࡟
ࡼ
ࡾ
䣍
䣓
ᅜ
Ẹ
೺
ᗣ
ಖ
㝤
ἲ
᪋
⾜
つ
๎
➨
㸴
᮲
䣔
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
が
明
ࡽ
࠿
࡟
࡞
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

付
を
求
め
る
被
保
険
者
が
市
町
村

に
申
請
ࡋ
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡽ
࡞
࠸
䣔
࡜

ኚ
᭦
䣎
䣓
ᕷ
⏫
ᮧ
ࡣ
䣍
被
保
険
者
か

ら
交
付
の
申
請
ࡀ
࠶
䣬
ࡓ
時
ࡣ
䣍
資

格
確
認
書
ࢆ
䣍
有
効
期
限
を
定
め
て

交
付
ࡋ
࡞
ࡅ
ࢀ
ࡤ
࡞
ࡽ
࡞
࠸
䣔
࡜
変

更
ࡋ
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎
国
保
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
大
問
題
で
す
䣎

山
岡
光
広
議
員
ࡣ
䣍
䣓
資
格
確
認

書
を
当
面
は
発
行
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
ࡀ
䣍
資
格
確
認
書
は
現
在
の

健
康
保
険
証
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な

い
䣍
࣐
࢖
ࢼ
䤀
保
険
証
は
あ
く
ま
で

も
任
意
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で

࠶
ࡾ
䣍
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
䣔

と
委
員
会
で
反
対
討
論
し
ま
し
た
䣎

暮
ら
し
と
⤒
῭
䣍
ᐙ
ィ
が
大
変
な
状

況
࡛
ࡍ
䣎
社
会
保
障
が
ど
ん
ど
ん
削
ら

ࢀ
䣍
負
担
が
重
ࡃ
࡞
䣬
࡚
࠸
ࡲ
ࡍ
䣎

こ
う
い
う
時
ࡔ
࠿
ࡽ
ࡇ
ࡑ
䣍
地
方
自

治
体
ࡀ
䣍
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
防
波
堤
の
役
割
を
担
う
時
࡛
ࡍ
䣎

日
本
共
産
党
ࡣ
䣍
渦
巻
い
て
い
る
切
実

な
願
い
実
現
࡬
䣍
全
力
で
頑
張
ࡾ
ࡲ
ࡍ
䣎

10
月
20
日
投
票
の
甲
賀
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
主
な
政
策
を
紹
介
し
ま

す
䣎

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

●
75
歳
以
上
高
齢
者
࡟
ࡶ
助
人
間
ࢻ
勏

ࢡ
努
の
助
成
を

●
よ
り
便
利
な
コ
ミ
バ
ス
へ

ダ
イ
ヤ

改
善
・
増
発
を

●
特
別
養
護
老
人
࣍
勖
࣒
の
待
機
者
の

解
消
を

●
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
下
げ
を

●
紙
の
健
康
保
険
証
の
発
行
の
継
続
を

穀田恵二衆議院議員が情勢

をリアルに語ります。

12日から 18 日の４日間にわたり、予算決

算常任委員会が開催され、令和５年度の一般

会計決算について集中審査が行われました。

委員会最終日に、岡田重美議員が今年度の

予算執行、次年度の予算編成に生かされるこ

とを申し述べ反対討論を行いました。議会最

終日は 25日。各議案の採決が行われます。

《岡田重美議員の反対討論骨子》

令和５年度は、子育て・教育、地域経済、福

祉・介護の３つの分野を基軸に政策が取り組ま

れた。物価高騰は、ますます市民の暮らしを圧

迫し、コロナも５類になったとは言え、感染の

リスクは変わりなく、今もなお感染は続いてい

る。市民生活の実態に寄り添い、命・暮らし・

生業を守るといった市の独自の施策、切れ目の

ない政策が必要。

令和５年度の新規事業において未執行の事

業が５件あり、予算における事業設計が正しか

ったのか、市民の要望を積み上げたものとなっ

ていたのかなど、今後に生かすべき課題が見受

けられた。

さらに特徴的なのは、アウトソーシング・業

務委託が多いこと。地域包括支援センターは令

和４年度の信楽に続いて、土山で民間委託とな

った。複雑な相談もふえているとのこと、福祉

や医療に関わる業務は、市民の暮らしや命・健

康に直結するものであり、市の直営とすべき。

また、この間、問題となっている職員の時間

外労働については、徐々に是正されているもの

の一ヶ月に 100 時間を超える職員がいまだに

９名もいるとの報告があった。メンタルによる

休職者も 18 人いるとのこと。業務量そのもの

の見直し、職員の適正配置が求められる。


